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(57)【要約】
【課題】内視鏡の処置具挿通チャンネル内にスムーズに
挿脱させることができ、しかも嘴状電極を大きく開いて
効果的な止血処置を行うことができる内視鏡用止血鉗子
を提供すること。
【解決手段】高周波電流が通電される前後方向に細長い
一対の嘴状電極６が、内視鏡の処置具挿通チャンネルに
挿脱される可撓性シース１の先端側に固定的に設けられ
た支軸５を中心に嘴状に前方に向かって開閉するように
支持されて、可撓性シース１内に挿通配置された操作部
材２の進退動作により嘴状電極６が開閉するように構成
された内視鏡用止血鉗子において、支軸５と係合するよ
うに一対の嘴状電極６の各々に形成された支軸係合孔８
を、各嘴状電極６の長手方向と略同じ方向に細長い長円
形状に形成した。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高周波電流が通電される前後方向に細長い一対の嘴状電極が、内視鏡の処置具挿通チャ
ンネルに挿脱される可撓性シースの先端側に固定的に設けられた支軸を中心に嘴状に前方
に向かって開閉するように支持されて、上記可撓性シース内に挿通配置された操作部材の
進退動作により上記嘴状電極が開閉するように構成された内視鏡用止血鉗子において、
　上記支軸と係合するように上記一対の嘴状電極の各々に形成された支軸係合孔を、上記
各嘴状電極の長手方向と略同じ方向に細長い長円形状に形成したことを特徴とする内視鏡
用止血鉗子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡用止血鉗子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用止血鉗子には各種のタイプのものがあるが、高周波電流が通電される前後方向
に細長い一対の嘴状電極が、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性シースの
先端側に固定的に設けられた支軸を中心に、嘴状に前方に向かって開閉するように構成さ
れたものが広く用いられている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００３－３１０６３５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　一対の嘴状電極が設けられた内視鏡用止血鉗子は、点状の出血部位を一対の嘴状電極の
間に挟み込んで高周波電流により焼灼するのが基本的な使い方である。但し、面状の出血
部位を止血する場合等には、高周波電流を通電した一対の嘴状電極を一杯に開いて粘膜面
に押し付ける処置を行う必要がある。
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載されたような従来の内視鏡用止血鉗子においては、嘴状電極
を長く形成すると、屈曲した処置具挿通チャンネル内を通過できなくなってしまうので、
嘴状電極の長さが著しく制限され、嘴状電極を一杯に開いた状態でも効果的な止血を行う
ことができない場合がある。
【０００５】
　本発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネル内にスムーズに挿脱させることができ、しか
も嘴状電極を大きく開いて効果的な止血処置を行うことができる内視鏡用止血鉗子を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用止血鉗子は、高周波電流が通電される前
後方向に細長い一対の嘴状電極が、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性シ
ースの先端側に固定的に設けられた支軸を中心に嘴状に前方に向かって開閉するように支
持されて、可撓性シース内に挿通配置された操作部材の進退動作により嘴状電極が開閉す
るように構成された内視鏡用止血鉗子において、支軸と係合するように一対の嘴状電極の
各々に形成された支軸係合孔を、各嘴状電極の長手方向と略同じ方向に細長い長円形状に
形成したものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、支軸と係合するように一対の嘴状電極の各々に形成された支軸係合孔
を、各嘴状電極の長手方向と略同じ方向に細長い長円形状に形成したことにより、内視鏡
の処置具挿通チャンネル内に挿脱する際には前方への嘴状電極の突出長を短くして処置具
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挿通チャンネルにスムーズに挿脱させることができ、体内においては、嘴状電極を大きく
開いて粘膜面に押し付けることにより、広い範囲に対し効果的な止血処置を行うことがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　高周波電流が通電される前後方向に細長い一対の嘴状電極が、内視鏡の処置具挿通チャ
ンネルに挿脱される可撓性シースの先端側に固定的に設けられた支軸を中心に嘴状に前方
に向かって開閉するように支持されて、可撓性シース内に挿通配置された操作部材の進退
動作により嘴状電極が開閉するように構成された内視鏡用止血鉗子において、支軸と係合
するように一対の嘴状電極の各々に形成された支軸係合孔を、各嘴状電極の長手方向と略
同じ方向に細長い長円形状に形成する。
【実施例】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は内視鏡用止血鉗子の先端部分を示している。
　図示されていない内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性シース１は、例え
ばステンレス鋼線を一定の径で密着巻きしたコイルパイプ１Ａの外周面に四フッ化エチレ
ン樹脂チューブ等のような電気絶縁性の可撓性チューブ１Ｂを被覆して構成されている。
可撓性シース１の直径は２ｍｍ程度、長さは１．５～２ｍ程度である。
【００１０】
　可撓性シース１内には、可撓性のある導電性の操作ワイヤ２（操作部材）が軸線方向に
進退自在に緩く挿通配置されており、可撓性シース１の基端に連結された操作部（図示せ
ず）から操作ワイヤ２を進退操作することができる。また、操作ワイヤ２には、操作部側
から高周波電流を通電することができる。
【００１１】
　可撓性シース１の先端に固定的に連結された先端支持枠体３は、前後方向に細長くて前
方に開口するスリット４が形成された公知の形状に形成されていて、そのスリット４を横
断するように配置された支軸５が、先端支持枠体３の先端近傍に固定的に取り付けられて
いる。
【００１２】
　そして、導電金属材からなる前後方向に細長い一対の嘴状電極６が、支軸５を中心に嘴
状に前方に向かって開閉自在に支軸５に支持され、嘴状電極６を開閉駆動するためのパン
タグラフ状のリンク機構７がスリット４内に配置されている。嘴状電極６は、中空のカッ
プ状に形成されたものでもよく、或いはカップの中空部分を中実に形成したものでもよい
。
【００１３】
　各嘴状電極６から一体に後方にアーム状に延出する延出部が、リンク機構７の前側のリ
ンクを構成しており、リンク機構７の後端部に操作ワイヤ２の先端が連結固着されている
。このような構成は周知のものであり、嘴状電極６を開閉する機構としてリンク機構７以
外の機構を用いてもよい。
【００１４】
　リンク機構７は導電金属材で形成されている。したがって、操作ワイヤ２に高周波電流
が通電されれば、その高周波電流がリンク機構７を経由して一対の嘴状電極６に通電され
た状態になる。
【００１５】
　そのような一対の嘴状電極６には各々、支軸５と係合する（即ち、支軸５が直交する方
向に通される）支軸係合孔８が、嘴状電極６の長手方向と略同じ方向に細長い長円形状に
形成されている。
【００１６】
　したがって、操作ワイヤ２が基端側から進退操作されると、支軸５に沿って支軸係合孔



(4) JP 2010-94337 A 2010.4.30

10

20

30

８が移動できる範囲で嘴状電極６とリンク機構７とが前後方向に進退した後に、一対の嘴
状電極６が開き又は閉じ動作をする。
【００１７】
　図２は、操作ワイヤ２が基端側から牽引された状態を示しており、支軸５が支軸係合孔
８の前端に係合して、一対の嘴状電極６が後方（図において右方）側に一杯に寄せられて
閉じた状態になっている。したがって、先端支持枠体３から前方への嘴状電極６の突出長
が短くて、内視鏡の処置具挿通チャンネル内にスムーズに挿脱することができる。
【００１８】
　そして、嘴状電極６が処置具挿通チャンネルを通過して体内に位置する状態になってか
ら、操作ワイヤ２を基端側から押し込み操作すると、図３に示されるように、支軸５が支
軸係合孔８の後端部分に係合する状態になるまで、一対の嘴状電極６が前方（図において
左方）側に一杯に寄せられて先端支持枠体３の先端から前方に大きく突出した状態になる
。
【００１９】
　そして、さらに操作ワイヤ２を基端側から押し込み操作すると、図１に示されるように
、支軸５が支軸係合孔８の後端部に係合した状態で、一対の嘴状電極６が前方に向かって
大きく開いた状態になる。
【００２０】
　したがって、その状態で一対の嘴状電極６に高周波電流を通電して前方の粘膜面に押し
付けることにより、広い面状の出血部位等に対して効果的な止血処置を行うことができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用止血鉗子において一対の嘴状電極が開いた状態の先端
部分の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用止血鉗子において一対の嘴状電極が短く引っ込められ
た状態の先端部分の側面断面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用止血鉗子において一対の嘴状電極が長く押し出された
状態の先端部分の側面断面図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１　可撓性シース
　２　操作ワイヤ（操作部材）
　５　支軸
　６　嘴状電極
　８　支軸係合孔
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